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日本キリスト教団

　　　　　　　　　　復活節第７主日礼拝 【２０２２年度年間聖句】 　　　　　　　　　　昇天日からペンテコステへ

　　　　　２０２２年５月２９日　午前１０時３０分 　後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ 　　　２０２２年の昇天日は、５月２６日（木曜日）でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司　会　　　司会　： 出席役員 目標を目指してひたすら走ることです。 　　ペンテコステは、６月５日（日曜日）です。昇天日とその

　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　　　　　　（フィリピの信徒への手紙３章１３b～１４節） 　　後の１０日間は、ペンテコステに先立つ準備の時です。

　前　　奏 【今週の祈り】 　　教会暦で言えば、ある意味それはクリスマスに先立つ

　招　　詞 司会者 ・東日本大震災の被災者・被災教会のために。 　　アドベントやイースターに先立つレントのような日々に

　頌　　栄 真理は主イエス・キリスト ・病や困難の中にある友のために。 　　当たるでしょう。クリスマスやイースターの主役はイエス

　交　　読 詩篇119篇(ﾍ-～ﾍﾄ）迄 一　同 ・生田教会と池迫直人牧師のために。 　　であり、私たちはその誕生や復活を祝うという受け身的

　聖　　書 ガラテヤの信徒への手紙 【本日の集会】 　　な面が強いように思います。他方ペンテコステは、主役

　第４章６節 (新)p.347 ・10:20- 礼拝準備祈祷会 　　である聖霊の働きに応えて、私たち自身が語り、働き、

　祈　　祷 司会者 ・10:30-11:30 主日礼拝 　　行動するという能動的で積極的な側面が強く浮上して

　讃美歌 ２１－４９３番 一　同 ・11:30- 聖書通読:列王記下11章(旧)p.596 　　くるように思うのです。

　使徒信条 ２１－９３番（４－A） 一　同 ・12:00- 讃美歌練習 　　　イースターに生まれた復活の命が、聖霊をとおして私

　讃美歌 ２１－６２番 一　同 【今週の集会】 　　たちのもとに満ちあふれます。私たちはこの復活の命に

　説　　教 「父と呼べる幸せ」 牧　師 ・聖研祈祷会 ６月２日（木）10:30-11:30 　　生かされて歩み、この聖霊に導かれて宣教の働きを担

　祈　　祷 牧　師 黙示録21章22～22章5節  p.479 います。　　

　讃美歌 こどもさんびか1-58 一　同 【次主日の案内】 　　　　２千年前の弟子たちがそうであったように、この時

　献　　金 困難にある人々への連帯を祈りつつ ・ペンテコステ礼拝　６月５日　10:30-11:45 　　この場にあって私たちに示される宣教の課題を見つめ

　感　　謝 献金奉仕者 　　　司式　： 伝　道　師 　　一人ひとりに与えられたキリスト者としての人生を歩み

　主の祈 ２１－９３番（５－Ａ） 一　同 　　　配餐　： 配餐奉仕者 　　ましょう！ 　

　讃美歌 ２１－９２番 一　同 　　　交読　： 詩篇119篇(ﾃﾄ～ﾗﾒﾄﾞ）迄

　祝　　祷 牧　師 　　　聖書　： 使徒言行録2章１～11節 p.214

　後　　奏 （黙　　祷） 奏楽奉仕者 　　　説教　： 「教会が生まれる」　牧　師 　　　 ■　　集会報告　　

　　　献金　： 献金奉仕者 　　　主日礼拝 ５月２２日（日） 男５女９ 計１４名

ーからだのご不自由な方はお座りのままでどうぞー 　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　聖研祈祷会 ５月２６日（木） 男２女３ 計　５名

　　　讃美歌： ２１－６２（天にいます私たちの父）

○礼拝前は静かに心を整えましょう。 ２１－３５０（来たれよ、聖霊） 　※　個人情報保護の観点から、牧師以外の礼拝奉仕者

○聖書にあらかじめ目を通しましょう。 　　（聖餐式） ２１－７８（わが主よ、ここに集い） 　　 並びに献金者の個人名は伏せさせていただきました。

○祈祷中、礼拝堂への入場は待ちましょう。 ・聖書通読 歴代誌上　１章　(旧)p.625      当伝道所は、教会内外からの多くの方々の尊い献金

○礼拝後は、交わりの時を。 　 ・讃美歌練習 　　 によって支えられています。心から感謝申し上げます。
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